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   新年のご挨拶 

部長  藤岡 央子 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

寒さに負けず、鉢植えのシクラメンが真っ盛りにピンクの花を咲かせてい

ます。令和になって初めてのお正月、皆様方はどのようにお迎えになられたで

しょうか？ 

昨年は女性部役員が改選され新体制となりましたが、山あり谷ありで決して

順調ではありませんでした。そんな訳で女性部だより 42 号発行が大幅に遅れ

ましたこと、お詫び申し上げます。 

色々とありましたが、福祉大会ｉｎ滋賀でのバザー品提供など、皆様の変わら

ぬ女性部へのご支援とご協力を賜り、誠にありがとうございました。おかげで

女性部バザーも盛況のうちに終えましたこと、役員一同心よりお礼申し上げ

ます。 

さて、今年は 56 年ぶり日本開催の東京オリンピック、パラリンピックイヤ

ーです。 

昨年の 12 月 21 日には新国立競技場のオープニングセレモニーがあり、あ

のウサイン・ボルトがトラックを走りました。いよいよ東京オリンピック・パ

ラリンピックが開催されると実感しました。情報ではこの競技場にはヒアリ

ングループ席があり、その座席にヒアリングループマークが付いているそう

です。是非とも抽選に当たった方は聴覚障害者なので…とヒアリングループ

席を希望して、その効果を確かめてください。この様な要望も活動の成果とし

て実現しました。令和の新しい時代は、難聴者だから…と遠慮する時代ではな

く、難聴者として私達自身をアッピールしていく時代と思います。 

全難聴女性部も難聴女性にしか出来ない事は何か？ 

それを模索しながら、今後の課題として取り組んでい 

きたいと思います。今後とも、どうぞよろしくお願い 

致します。 
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新年を迎え、役員・県部長から 

『特技・好きな事について一言』 

 

 

☆部長・奈良県部長： 藤岡 央子 

 私の趣味は大学時代からの日本画、主人と一緒に観る映画鑑賞、美術館巡り、ヨガはか

れこれ 5 年以上、それと最近は地元福祉センターのフラダンスと園芸教室に通っています。

日本画は別にして、最近はフラダンスの楽しさにハマっています。色とりどりのパウスカ

ートをはいて花冠やレイで綺麗に着飾ったりするのは、やはり女性として嬉しいものです。

しかしながらフラの本当の面白さは、集団でのダンスです。まだまだ一糸乱れぬところま

で行きませんが、ダンスの振りを共有することで皆の気持ちが一つになり、完全に踊り終

わった時、何とも言えない心地良さを感じさせてくれるのです。 

 

☆副部長・横浜市部長： 主藤 京子 

 私の趣味はお菓子作りです。以前雑誌のリンゴタルトの林檎が紅色でとても綺麗で作っ

て見たくなりました。それ以来趣味と実益を兼ねて作っています。レシピも美味しいと感

じたものだけ残しています。今年はアガーを使ったグレープフルーツのパンナコッタと桃

缶詰のアーモンドタルトを皆さんと作りました。誰でも簡単に美味しいを目指しています。

その人を想い作り笑顔を見たいからです。喜んでもらえると嬉しいです。 

 

☆事務局長・和歌山県部長： 蔦尾 東紫 

 以前は海釣りや花を植えたり育てたりするのが趣味だったけど、今は仕事に追い詰めら

れて時間が取れません。特技としては、少しでも空いたらどこででも寝ることができる事

かな？ 

 

☆事務次長・京都府部長： 片山 ひろみ 

 私の人生のアクセントになって気持ちを豊かに導いてくれている存在は、創作布花です。

今で 35 年位経ちますが、布を触りつつ作風に思いを巡らしている時間は唯一落ち着いた

気分に浸れるのです。講師の経験も積みながら楽しんで来ました。 

 これに関連して、染色をする内に色への興味が増し、色彩検定一級

合格を基にパーソナルカラーアドバイザーの資格も得ました。 

特にこの時期と難聴で苦しみ出した頃が重なり、勉強に打ち込むこと

で辛さが少しでも軽減できた大事な思い出です。 

 

☆事務次長・茨城県部長： 佐藤  緑 

 子の年を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 無駄すぎる特技。それはよく道や電車の行先を聞かれることです。先日補聴器が壊れた

時は、マスクのままモゴモゴ近づく人を、丁重にお断りしました。 

 今まで案内した皆さんに、この場で下手な道案内のお詫びを申し上げます。 
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☆会計： 磯島 都子 

 あけましておめでとうございます。 

 特技は別にありません。趣味としては、残り物を利用して美味しくアレンジすることで

す。節約してお小遣いを浮かせる楽しみは昔も今も変わりません。それに思考力も身につ

くので少しはお利巧さんになったかしら・・（冗談）。 

 また、自然散策をしながらの山菜摘みも楽しみの一つです。自然の恵みは有難いですね。

ここでチャリ～ンと。 

 今年は大きな災害がなく、無事にオリンピックが成功しますように・・。 

 

☆広報担当・兵庫県部長： 庄司 美絵 

 あけましておめでとうございます。 

 手先が器用なので、洋裁、生け花、料理など幅広く学びました。 

 それに母方の実家が旅館でしたので、小さい時から見よう見まねで、料理をするのが好

きでした。魚をさばくのも、自然に覚えたせいでしょうか。毎年、送られてくる「カニ」

も出刃包丁でせっせと切ってます。笑 イワシフライの下ごしらえでも、手でやる方が早

いです。ママ友は、手に血が付くと気分が悪くなるからって、お店の人にやってもらうと・・・。 

 今は、パン教室へ習いに行ってます。予約も出来るだけ、1 対 1 または 1 対 2 にお願い

して、先生も口話でゆっくり話して下さいます。菓子パンや食パンは、コツがあれば出来

ますが、レベルの高いパンは、体力や時間が要ります。ストレス発散もなります。 

トホホ・・・。 

 

☆監事： 塚本 茂子 

 明けましておめでとうございます。 

 新しい年の原稿のテーマは「特技」でしたが、自分にはこれといった特技はありません。

なので、好きな事を述べたいと思います。 

 園芸が好きで、四季折々の花を育て楽しんでいます。特に 15 年経っているジャスミン 

は、毎年 6 月初旬になると白く細かな花が満開になり、良い香りが辺り一面に広がります。 

 その他、下手ですが自分の想いを短歌に詠んだり、絵画鑑賞や箸置きとお手塩皿の収集

も好きで、箸置きは季節に合わせて使用し、現在 50 種類以上になっています。 

 

☆監事・大阪市部長： 高田 郁代 

「私の好きなこと」本を読むこと。ジャンルはミステリーとサスペンス、及びそれに準

ずるもの。お気に入りの作家はアガサクリスティー、エラリークイーン、池波正太郎（鬼

平犯科帳・剣客商売など）、平岩弓枝（御宿かわせみシリーズ）今、追っかけをしているの

は、デボラクロンビー作のキンケイド警視シリーズと宮部みゆき作の三島屋変調百物語。

書店では真っ先に、これらの新作が出ていないかと書棚を見ます。ネットでの検索も欠か

しません。 

 

☆相談役： 永末 淑子 

「私の特技」手話は話せないのですが、手話ミュージカルを 18 年くらい続けています。

童話の「おむすびころりん」「かぐや姫」「みにくいあひるの子」「七匹の子やぎ」「白雪姫」

「因幡の白うさぎ」「シンデレラ」「ねずみの嫁入り」等の脚本に手話をつけてピアノの伴
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奏で歌いながらミュージカルをします。難聴者４人、健聴者８人のサークルです。 

中学校、高校、公民館、老人介護施設などにボランティアで公演をして楽しんでいます。 

 

☆川崎市部長： 伊藤 雅子 

 「特技」私は着物を着るのが大好きです。一人で着られるようにと彩着物学院へ通学。

個人で要約筆記者を依頼し大学の研究師範科へ進学。技術指導の資格考査に合格し 2 級着

付け講師の木製看板を授与。着付けの指導はしないので１級講師の資格は不要でした。試

験では振袖の帯結びがとても難しかった。友達から親戚の結婚式で着付けを依頼されまし

た。今は活動が多忙で着物を着る機会がないのが残念です。 

 

☆岐阜県部長： 加藤 千津子 

 特技： 特技とまでは言えませんが、花を比較的上手に育てています。小さな苗をいた

だき、それを見栄えのよい大きさに育てています。最近は、なかなかできませんが。 

 好きなこと： スポーツ観戦です。私自身は、スポーツ音痴ですが、観るのはどんなス

ポーツも好きです。今年は、東京五輪ですので力が入りそう、今から楽しみです。 

 

☆新潟県部長： 大西 邦子 

 「好きなこと」関東ブロック女性部の皆さんは手話がうまいです。新潟は遅れています

が８年ほど前から聴覚障害者生活教室事業で難聴者の手話教室が開催され、その終了者を

対象に手話サークルを立ち上げました。 

 そこで NHK のテキスト「みんなの手話」を教本にして、仲間と交流を兼ねて学び合って

いる。手話の学習は好きなことの一つです。またテレビは好きでよくみます。 

プレバト俳句は楽しい。いつか自分で作ることができるとよいですが。 

 

☆東京都部長： 明田 美奈子 

 新年明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。本年もどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 私は自慢できる特技はありませんが、喜んでいただける特技なら手作りおは

ぎとぬか漬け位かなと思います。餡は２日がかりで作り、ぬか床は 48 年もの。

差入れに持参すると、大いに喜ばれます。初孫（男）が 3 歳の時、おはぎを一度に３個も

食べたのにはビックリ。ぬか漬けにあたっては、婿殿たちと孫であっという間になくなり

ます。 

 

☆神戸市部長： 竹内 かづゑ 

 「私の趣味いろいろ」中学時代はブラスバンドと陸上に明け暮れ、高校は水泳部。 

社会人になってからもチームを作り、マスターズなど競技に出場していましたが、40 代で

太極拳にはまり、次は 60 の手習いよろしくゲートボールを始めたのが４年前。巷では、手

話=ろうあ者のように、ゲートボール=老人スポーツと認識されているのが少し残念。自分

だけでなく 5 人のチームメイトが助け合いながらゴールを目指すのが醍醐味。 

これからもいくつの趣味が増していくのかそれも一つの楽しみです。 

 

 
 



5 

 

地域の活動より 

  

 バザー販売・協力金の報告 
 

☆バザー販売には、多数の団体、個人様にご協力いただき、多くの提供品が揃いました。 

役員一同お礼申し上げます。『ありがとうございました！』 

以下ご報告します。 

 バザー品提供団体（順不同）：（一社）札幌市中途失聴・難聴者協会、 

新潟県中途失聴・難聴者協会、（特）福岡中失難聴者支援福祉協会、 

（特）ぎふ難聴者協会、（特）川崎市中途失聴・難聴者協会、 

（特）茨城県中途失聴・難聴者協会、横浜市中途失聴・難聴者協会、 

（特）大阪府中途失聴・難聴者協会、（特）大阪市難聴者・中途失聴者協会、 

和歌山県中途失聴・難聴者協会、 

☆寄付金：永末叔子様 3,000 円、片山ひろみ様 3,000 円  

庄司美絵様 2,000 円、磯島都子様 2,000 円 

☆バザー売上げ＆バザー協力金 68,620 円 

（協力金：奈良県中途失聴・難聴者協会 3,000 円、 

京都府中途失聴・難聴者協会 3,000 円含む） 

総合計 78,620 円

 

 

 

 

＜NPO 東京都中途失聴・難聴者協会女性部： 明田 美奈子＞ 

令和元年の東京女性部企画は女性のための防災や介護、子育ての講演と中身の濃いもの

が多かったのですが、参加者が少なかったことは残念でした。 

牛乳パックを利用したメガネケース作りは 80超の男性 2人の参加も有り好評。初心者のた

めのフラダンスは高齢者も楽しめました。 

12 月の協会例会・クリスマス会は女性部が担当。部長は集いの事で手が回らないため、

若い渡辺副部長を中心に趣向を凝らした企画や準備などを女性だけで頑張ってくれました。 

保育士の部員がおりまして、理事長を巻き込んだ現代風「大きなかぶ」の寸劇をみんな

で演じ、盛り上がりを見せてくれました。今までの趣向に女性部ならではのきめ 

細かな配慮ありで、「楽しかった」との声をたくさんいただけました。 

勿論、ぬか漬けを差し入れました。参加は子供１人を含め 51人。 

若い部員の力を引き出し、意見も前向きに受け止めながら、一緒に活動して

いかなければ女性部の未来は望めないのだなぁと考えさせられた 1日でした。 

 

＜和歌山県中途失聴・難聴者協会女性部： 蔦尾 東紫＞ 

和歌山も例にもれず高齢化していますが、毎月第 2水曜日を女性部会とし、楽しみに来

ておられる会員さんが多いです。 

４月は本部とお花見。５月～１０月の内容は毎年変動します。 

１１月は人権フェスタでのバザー手伝い。１２月はクリスマス会。 

１月は新年会。２月は女子会でランチ。３月は新年度の活動計画。 
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全難聴女性の集い： 開催報告＆感想 

年に一回は要約筆記者の方たちと交流会として、筆談会をしています。 

昨年の４月にはイチゴ狩りを行い有名な「たま電車」に 

乗る予定でしたが、乗車時間が合わず「動物愛護電車」に…。 

到着駅からイチゴ園までは距離があるので、男性会員に 

アッシーとして待機してもらい、楽々でした。 

そんな風に和歌山は男性の力も借りて、あちこちに参加出来るようにしています。 

女性部員は食事とかの企画があれば 15～20名の参加者があります。 

まとめるのも大変ですが、皆さんで協力しながら和気あいあいで活動しています。 

 

 

 

 

 

＜東海ブロック（日帰り）「女性の集い in 三重」＞ 
日  程： 令和１年７月２８日（日） 

場  所： 四日市市総合会館 

主  管： 三重県難聴・中途失聴者協会 

内  容： 成年後見人制度について学んでみよう 

        ～備えあれば憂いなし！１０年後も笑顔でいるために～ 

実行委員長： 疋田 敦子 

参加人数： ３４名 

 

～参加者の感想～ 「女性のつどい in 三重に参加して」 
三重県難聴・中途失聴者協会  

女性部窓口担当 疋田 敦子 

令和元年 7月 28日日曜日 三重県四日市市総合会館にて 女性の集いが行われました。 

開催地の三重は女性部がなく 三重難聴の例会と合同という形で開催されました。 

参加者は 要約筆記者を含めて 三重から 19名、 岐阜から 15名 の参加です。 

今回 愛知、名古屋の難聴協会からは、 参加者がおらず 三重と岐阜だけの 参加でした。 

また岐阜からは 3人の男性が参加されました。 

午前の部は 東海ブロック長である 加藤千津子さんが 全難聴女性部部長の藤岡央子さん

の挨拶を代読、引き続き 加藤さんが 挨拶をされました。 

午前の部は講演会で 行政書士の 石田美穂氏を招き 「成年後見制度」について 詳しく話

を聞きました。 

成年後見制度とは認知症や精神障害知的障害などで 判断能力が不十分な人の生活を成年

後見人と 呼ばれる人が 財産管理や 各種契約 生活の見守りなどをすることによって支援

する制度です。 制度の内容を とてもわかりやすく 教えていただきました。 

私は恥ずかしながらこういう制度があることを全く知りませんでした。 

人は誰でも年を取ります。 

今身近な問題ではなくても 将来 こういう制度を必要とする時が来るかもしれません。 

将来のこと色々考える機会になりました。参加者は皆熱心に聞いていました。 

午後の部は 難聴をテーマに 自己紹介を交えて 一人ずつ話をしてもらいました。 
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話のテーマが決まっていて 難聴者は 、「家庭職場で 聞こえに困ってる事」「聞こえに

くさを補う工夫」、 要約筆記者は「聞こえない人に対する工夫」、「家庭·職場·要約筆

記の現場で改善したいこと」を話します。 

「聞こえに困っていること」では 「家庭、職場で会話についていけず疎外感を感じる」

「家族に難聴を理解してもらえない」という意見が出てました。「聞こえにくさを補う工

夫」では「耳マークバッジを付けるなどして 難聴をアピールし、 周りに理解を求める」

といった声が多く聞かれました。 

また UD トークなどの音声認識を 利用している人が何人かいました。 

要約筆記者の「聞こえない人に対する工夫」では「ゆっくりはっきり話す」「いつでも筆

談器を取り出せるようにしておく」「要約筆記の現場で改善したいこと」では 老眼世代

が多いので 太いペンではっきり 文字を書くようにする」と言う意見が出ました。 

色々な人の意見を聞き とても参考になったと いう声が多く聞かれました。 

自己紹介の後ゲームをする予定でしたが 時間がなくできなかったことが少し残念です。 

今回の女性の集いは 男性 が多く参加されました。 

女性の集いという枠を超えて難聴者の集いであったように思います。 

難聴者、要約筆記者、それぞれなかなか会えない他県の人との交流を楽しんでいました。 

 

＜第 10 回 全難聴女性部近畿ブロック女性の集い＞ 

日  程： 2019 年 9 月 8 日（日）～9日（月） 

場  所： 神戸市立総合福祉センター・チサンホテル神戸 他 

主  管： 神戸市難聴者協会女性部・（特非）兵庫県難聴者福祉協会女性部 

 テ ー マ： 「輝く明日にするために  

～ 飾らない本音トークから活躍の可能性が広がる ～」 

内  容： 体験発表・パネルディスカッション・懇親会・淡路島バスツアー 

実行委員長： 竹内 かづゑ 

参加人数： ４３名 

 

～実行委員長の感想～ 
神戸市難聴者協会 女性部長 竹内 かづゑ 

 ９月８日（日）から９日（月）まで、近畿ブロック女性の集いが神戸市立総合福祉セン

ターで開催。近畿ブロック、県外の参加者も含んで 43 名でした。 

 １日目は、体験発表とパネルディスカッション。そして夜は、各協会のスライドショー

と笑いヨガと手話歌「見上げてごらん夜の星を」を披露、楽しい交流会でした。 

 ２日目朝から、バスツアーで、淡路島へ。ウェスティンホテルで淡路島産メインの昼食

や、パルシェ香りの館」で千日紅の摘み取り体験など、 

楽しく過ごせました。 

 とても暑かったので、熱中症が心配されましたが、 

何事もなく無事に帰れて良かったです。５人の実行 

委員が１年間かけて準備を進めてきました。本当に 

お疲れ様でした！！ 

2 年後の開催場所は未定ですが、今度もぜひ足を運 

んでください♪ 

 
明石海峡大橋にて → 
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令和 2 年度集い＆研修会の予定  
 
☆第 20 回関東ブロック女性の集い＆研修会 IN 埼玉のお知らせ 
会場、観光地など広大な芝生の敷地で新緑の季節にふさわしい風情です。 

笑いとともに、新鮮な空気を吸いながら自然を満喫しましょう。 

・日 時： 令和 2 年 5 月 30 日（土）～31 日（日）午後 2：00～（受付１：00～） 

・会 場： 「大田原市ふれあいの丘 シャトー・エスポワール」大田原市福原 1411-22 

FAX/0287-28-7017  TEL/0287-28-3131 

・参加費 2,000 円 宿泊費 6,500円 懇親会費 4,500 円 観光 3,500 円(昼食代含む) 

・テ ー マ： 「笑顔満開！！あすへの活路につなげよう」～笑って元気になっぺよ～ 

１日目 講演 民話漫談家 さとうもとこ氏 

２日目 観光 なかがわ水遊園 

・主  催： 全難聴女性部関東ブロック 

・主  管： 埼玉県難聴者・中途失聴者協会 

・共  催： 中途失聴・難聴者の会「とちの葉」 

・実行委員長： 磯島都子 

・申込締切： 令和 2 年 4 月 26 日（日） 

・申込・問い合わせ： 磯島 FAX/0287-28-1393 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和 2年に、各ブロック長・県部長が交代する地域は、速やかに事務局までお知

らせください。 

※令和元年度の活動報告を 5月中旬までに、各ブロック長に報告してください。 

役員会で審議し、該当地域には活動助成金を支給します。 

事務局だより 

 

日  程： 令和 2年 6月 26日（金）～28日（日） 

場  所： 京都市聴覚言語障害センター 

      〒604-8437 京都市中京区西ノ京東中合町 2 

      TEL 075-841-8336  FAX 075-841-7771 

 ※ご案内は、各県部長に後日郵送します。 

  1年に 1度の会議です。万障お繰り合わせの上、是非ともご出席頂きますよう 

  お願いいたします。 

早いもので新年号です。 前号の遅れを挽回するため頑張っています。 

果たして予定通りに届くかな？ 本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

皆さまからのご意見・投稿をお待ちしております。 

問い合わせ先 

事務局： 蔦尾 東紫(和歌山県) 

FAX：073-472-8180  Mail：tsutaojp＠yahoo.co.jp 

 

令和 2 年度 役員会・県部長会・総会のお知らせ 

 

編集後記 

 


